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	シンポジウム・タイムスケジュール
	10:00
	ゼロ次会・特別講演　「縄文×生き方×現代」＊別途申込

	15日(日)
	12:40
	研究会開始　対話の会（＊各分科会に分かれて）

	13:30
	休憩
	13:35
	堤氏　講演　「縄文の暮らしを旅する」
	14:25
	木村氏・宮武氏より　「縄文と保育と・人と暮らしと」
	休憩
	15:05
	15:10～16:20
	クロストーク　「堤氏×木村氏×宮武氏」
	園見学　＊別途申込者のみ
	9:30～11:30
	16日(月)
	講師紹介
	木村　歩美　氏
	堤　隆　氏
	　ちいろばの杜は、認定こども園になって5年目。創立から15年を迎えています。
	　「0歳から100歳までの子どもたち」を理念に掲げ、保育園というより、「むら」のような、子どもから大人までがまた戻ってきたいと思える故郷になることを目指して日々暮らしています。
	　子どもも大人も、共に生きるということ、共に心地よくあるということ、そのために、一人ひとりは、この場でどう在るのか？　そんな問いを携えながら、私たち　なりの暮らし作りを楽しんでおります。
	　本研究会は、この日本で共に生きていく仲間を求めて、つながりを育む目的で開催いたします。
	　是非、たくさん感じて、つながって、　支え合いながら、この世を面白おかしく　生きていけたらと切に願っております。
	　　　　　（ちいろばの杜　園長　内保亘）

	宮武　大和　氏

	ゼロ次会特別ゲスト
	週末縄文人・文さん



